
令和４年度
製造業労働災害防止等
講習会

鰍沢労働基準監督署 安全衛生係
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本日のテーマ
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テーマ① 大幅増加！製造業の労働災害

テーマ② リスクアセスメントによる災害防止

テーマ③ 作業手順書による不安全行動の防止

参考事項
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テーマ① 大幅増加！製造業の労働災害
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鰍沢監督署管内の製造業労災発生状況
一般・電気・輸送用機械 木材・木製品

化学 パルプ、紙・印刷

窯業・土石製品 その他

製造業合計

4

右のグラフは、鰍沢監督署管内の

製造業における休業４日以上の労

働災害をまとめたものです。

（以降、労働災害とは休業４日以

上のものを指します）

令和３年には、前年と比較して11

人増加（前年比＋91.66％）してい

ます。

令和３年の全ての業種の労働災害

は62人で、そのうち製造業が占め

る割合は約37％と、他の業種と比

較して最も大きいです。

大幅増加！製造業の労働災害

※グラフデータ当署へ届出された労働者死傷病報告書から



労働災害の起因物
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右のグラフは、鰍沢監督署管内の令和３

年に製造業で発生した労働災害の起因物

（災害をもたらすもととなった機械、装

置もしくはその他のものまたは環境等）

についてまとめたものです。

動力機械（動力を用いて、主として物の

加工を行うため、各機械構造部分の組み

合わされた物）が最多です。

また、「動力機械」、「荷上げ装置、運

搬機械」、「その他の装置等」を合計す

ると、全体の約７割を占めることから、

製造業においては機械・装置による労働

災害防止がメインテーマとなります。

動力機械

42%

荷上げ装置、

運搬機械

8%

その他の装置等

12%

仮設物、建築

物、構築物等

13%

荷

13%

物質、材料

8%

その他の装置等

4%

令和３年 製造業労働災害の起因物

※グラフデータ当署へ届出された労働者死傷病報告書から



労働災害の事故の型
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労働災害の事故の型（傷病を受けるも

ととなった現象）について

「はさまれ、巻き込まれ」によるもの

が８人と最多で、これらの起因物は全

て「機械・装置」による労働災害です

（内訳：動力機械７人、その他の装置

等１人）。

「激突され」によるものは４人。うち

２人は起因物が「機械・装置」による

労働災害。残り２人は起因物が「木材」

と「荷」です。

はさまれ、巻

き込まれ
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墜落、転落
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転倒

13%

切れ、こすれ

9%

動作の反動、

無理な動作

9%

崩壊、倒壊

4%

令和３年製造業労働災害の事故の型

※グラフデータ当署へ届出された労働者死傷病報告書から



機械・装置による労災防止のために

機械・装置の「はさまれ、巻き込まれ」災害には、機

械を運転させたまま掃除、検査、修理または調整等の

作業を行ったことによる労働災害が多数認められま

す。

機械を運転させたままの上記作業は、危険な箇所に覆

いを設ける等の措置を講じて作業を行わせる場合を除

き、下記規則の違反となります。

①機械の刃部を除く箇所：安衛則第107条第１項違反

②機械の刃部：安衛則第108条第１項違反

掃除、検査、修理または調整等の作業時には必ず機械

の運転を停止しましょう。
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※（画像）職場のあんぜんサイトから引用



機械・装置による労災防止のために

機械の掃除、検査、修理または調整の作業を行う際には、

作業に従事する労働者以外の者が機械を運転させることを

防止するため、以下の措置を講じる必要があります。

①機械の起動装置に錠を掛ける

②機械の起動装置に表示板を取り付ける

また、通達により、以下の措置も認められている。

③作業者に安全プラグ（機械に刺さっていないと動作しな

いプラグ）を携帯させる

④監視人を配置し、作業を行っている間当該機械の起動装

置を操作させないように措置を講じる

⑤機械の起動装置の操作盤全体に錠をかける
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（通常の作業範囲に起動装置があり、作業中に他人が不

意に当該機械を起動させるおそれのない場合を除く）

※（画像）職場のあんぜんサイトから引用
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テーマ② リスクアセスメントによる災害防止



機械・装置による労災防止のために

機械・装置による労働災害を防止するためには、機械・装置の危険性について確認し、必要な安

全対策を検討しましょう。

安全対策を検討するうえで、「リスクアセスメント」を活用すると効果的です。
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労働災害のモデル

※（図）職場のあんぜんサイトから引用



リスクアセスメントの目的
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作業現場にある危険性又は有害性を特定し、それによる労働災害（健康障害を含む）の重篤度（け

がなどの程度）とその災害が発生する可能性を組み合わせてリスクを見積り、そのリスクの大きさ

に基づいて、リスク低減措置を検討し、その結果を記録する一連の安全衛生管理手法です。

このように、リスクアセスメントは、労働災害を防止するための予防的手段（先取り型）であり、

過去に発生した労働災害を教訓に、災害発生後に行う事後対策（後追い型）とは異なる取組みで

す。

※（図）職場のあんぜんサイトから引用



リスクアセスメントの手法について

リスクアセスメントについては、配布させ

ていただいた右のリーフレットに記載され

ていますが、リーフレットから本パワーポ

イント資料に抜粋した内容を掲載しました

ので、引き続きパワーポイント資料をご覧

ください。

なお、リーフレットの何ページから抜粋し

たかは、パワーポイント資料に以下のよう

に記載しております。
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リーフレット
〇ページ
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リーフレット
２ページ



危険性・有害性の特定
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経営者や管理者だけでは、現場を十分に知ることが難しいため、労働者がどのような環境で仕事

をし、日々の作業にどのような危険があるのか、労働者からの情報を収集する必要があります。

※（図・絵）製造事業者向け安全衛生管理のポイント ～パー
トタイマーや期間従業員などの安全衛生のために～から引用



ヒヤリ・ハット報告

15※（図・絵）製造事業者向け安全衛生管理のポイント ～パー
トタイマーや期間従業員などの安全衛生のために～から引用



改善提案

16※（図・絵）製造事業者向け安全衛生管理のポイント ～パー
トタイマーや期間従業員などの安全衛生のために～から引用



どのような作業に危険があるのか

17※（様式）製造事業者向け安全衛生管理のポイント ～パート
タイマーや期間従業員などの安全衛生のために～から引用

ヒヤリハット報告書や改善提案書の様式例については、配布資料に同封していますので、参考に

してください。
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リスクの見積もり方法は複数ありますが、後の事例は数値化によ

る加算法を用いているため、マトリックスを用いた方法につい

て、今回は説明を省略します。

リーフレット
２ページ
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リーフレット
３ページ
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リーフレット
３ページ
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ヒヤリハットなどの情報を各労働者から収集することにより、潜在

する労働災害の危険性を見つけ出すことが重要です。

また、どのような安全対策を行うのかについても、各労働者から意

見を収集し、どのような対策を講じるのか安全性・保守性・生産性

など多方面から検討しましょう。

リーフレット
３ページ
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リーフレット
５ページ

リスクアセスメントの事例
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リーフレット
５ページ
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リーフレット
５ページ
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リーフレット
５ページ
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事例１ リーフレット
６ページ

時々

可能性が高い

軽傷
めったに
ない

可能性はほと
んどない

軽傷

対策により、
リスクレベル
をⅢからⅠに
減少させるこ
とができるこ
とを見積もれ
た！



27

事例２ リーフレット
６ページ

時々

可能性が高い

致命傷
めったに
ない

可能性はほと
んどない

致命傷

危険に近づく頻度、
けがの可能性が減少
したけど、もし点検
などで柵を外して作
業を行わないといけ
ない時が危険だな…

点検時の作業手順書
を作成し、柵を外し
たときには、機械の
運転を停止させるよ
うにしよう！
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テーマ③ 作業手順書による不安全行動の防止
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作業手順書の作成

作業手順書は定常作業（日々繰り返し行われている業務）だけでなく非定常作業のうち事前に

行うことが判明している点検作業等についても予め作成しておきましょう。

作成した作業手順書を活用して労働者に教育を実施しましょう。

新しい機械設備の導入や、使用する材料の変更等により、作業内容に変更があった場合には、

その都度作業手順書を最新のものに更新してください。

非定常作業のうち事前に行うことが判明していない臨時的な作業については、作業を行う労働

者に任せきりにせず、作業に取り掛かる前に作業手順書を作成し、安全管理者や安全推進者等

が作業内容に問題ないか確認したうえで、作業を行いましょう。

（十分に作業の危険性を検討しないまま、作業者に任せきりにした結果、死亡災害などの重篤

な労働災害に繋がるような事例が、様々な業種で発生しています）



30※（図）製造事業者向け安全衛生管理のポイント ～パートタ
イマーや期間従業員などの安全衛生のために～から引用
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作成した作業手順書の活用

作業手順書を用いた安全衛生教育は、繰り返し、

定期的に実施しましょう。

作業者が自身の判断で作業手順を変更するなどの

問題が発生していないか、定期的に確認しましょ

う。

作業手順書の内容について、改善の必要がない

か、リスクアセスメントの実施とともに適宜見直

しましょう。

また、右の冊子（全65ページ）がインターネット

上で配布されています。

現場の巡視など、今回ご説明しなかった内容に関

してもポイントが記載されているため、ぜひご確

認ください。

製造事業者向け安全衛生管理のポイント
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作業手順書 様式例

「製造事業者向け安全衛生管理のポイン

ト」には、作業手順書の様式例も掲載され

ています。配布資料に添付しましたので、

参考にしてください。

※（様式）製造事業者向け安全衛生管理のポイント ～パート
タイマーや期間従業員などの安全衛生のために～から引用
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作業計画の作成

以下の機械等を用いた作業を労働者に行わせる際には、作業計画の作成が労働安全衛生規

則で義務付けられています。

・車両系荷役運搬機械（フォークリフトなど）を用いる作業

・高所作業車を用いる作業

・移動式クレーンを用いる作業

・車両系建設機械を用いる作業

定めた作業方法を正確に労働者に周知する観点から、書面で計画を作成しましょう。
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作業計画書 様式例

フォークリフトの作業計画書様式例を配布

資料に添付しましたので、参考にしてくだ

さい。

なお、特にフォークリフトについては、死

亡災害など、重篤な労働災害が多発してい

るため、正しい作業方法を予め定めておく

とともに、労働者に作業計画にない方法に

よる作業を行わせないよう指導しましょ

う。

※（様式）岡山労働局ウェブサイトから引用
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参考事項



労働災害事例の収集（職場のあんぜんサイト）

「職場のあんぜんサイト」では、労働災害事例についても掲載中。

業種などを入力し、情報を絞り込むことで、類似の事業場で発生している労働災害事例について

確認できます。

36
※（画像）職場のあんぜんサイトから引用



労働災害発生状況のほか、原因や対策について掲載されています。
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労働災害事例の収集（職場のあんぜんサイト）

※（画像など）職場のあんぜんサイトから引用



厚生労働省のウェブサイト「職場のあんぜんサイト」には、リスクアセスメントの実施支援シ

ステムがあります。

様々な業種で導入しやすいよう、予め作成例が用意されています。

リスクアセスメントの実施支援

38
※（画像）職場のあんぜんサイトから引用

職場のあんぜんサイトリスクアセスメント



支援システムを用いると、上の画像のようにブラウザ上で手軽にリスクアセスメン

トを行うことができます。

また、作成したリスクアセスメントシートはExcelファイルでダウンロードすること

もできます。
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支援ツールについて

画面上で選択するだ
けで、自動でリスク
レベルの計算を行っ
てくれます

※（画像）職場のあんぜんサイトから引用



要注意！熱中症対策

お手元に右のリーフレットを配布しています。

毎年５月から９月までを「クールワークキャンペー

ン期間」とさせていただいています。

熱中症対策に不足がある場合には、リーフレットを

参考に対策を追加しましょう。
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要注意！熱中症対策

2017年から2021年までの、

全国の職場における熱中症

による死傷者数と死亡者数

は右のグラフのとおり。

死傷者数、死亡者数ともに

2018年以降減少傾向にあり

ます。

今年も引き続き熱中症防止

対策を講じてください。

41※（グラフ）厚生労働省ウェブサイト「STOP！熱中症 クールワークキャン
ペーン（職場における熱中症予防対策）」から引用
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以上で安全衛生係からの説明を終わります。

ご安全に！

絵素材出典「かわいいフリー素材集いらすとや https://www.irasutoya.com/」


